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蜂
須
直
巳
議
員

○
議
案
第
九
十
号　

羽
生
市
長
期

継
続
契
約
を
締
結
す
る
こ
と
が
で

き
る
契
約
を
定
め
る
条
例

・
質
疑　

市
は
、
こ
の
長
期
継
続

契
約
を
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
も

の
と
想
定
し
て
い
る
か
。

　

ま
た
、
通
常
の
商
慣
習
か
ら
、

単
年
度
契
約
よ
り
も
割
安
に
な
る

と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
市
の
考
え

を
伺
う
。

・
答
弁　
（
企
画
財
政
部
長
）

　

長
期
継
続
契
約
の
対
象
は
第
一

に
、
電
子
計
算
機
、
そ
の
他
の
物

品
を
借
り
入
れ
る
も
の
と
い
う
こ

と
で
、
具
体
的
に
は
、
電
子
計
算

機
と
周
辺
機
器
、
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
、

複
写
機
、
通
信
用
機
器
、
自
動
車

な
ど
で
あ
る
。

　

第
二
に
、
施
設
管
理
業
務
等
で

あ
り
、
市
が
毎
年
四
月
一
日
か
ら

役
務
の
提
供
を
受
け
る
必
要
が
あ

る
も
の
と
し
て
建
物
の
清
掃
、
施

設
の
運
転
管
理
、
警
備
、
電
話
交

換
、
電
気
機
械
設
備
の
保
守
管
理

等
を
考
え
て
い
る
。

　

次
に
、
複
数
年
契
約
が
契
約
金

額
の
減
少
に
ど
の
程
度
結
び
つ
く

か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
、
昨
年

か
ら
実
施
し
て
い
る
他
の
自
治
体

の
状
況
を
聞
い
た
。
そ
う
し
た
と

こ
ろ
業
者
側
に
単
年
度
契
約
の
リ

ス
ク
が
な
く
な
り
、
料
金
の
低
減

が
期
待
で
き
る
こ
と
、
ま
た
業
者

側
の
事
務
的
経
費
が
節
減
さ
れ
、

複
数
年
の
安
定
的
な
請
け
負
い
に

よ
り
良
質
な
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
さ

れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。

　

さ
ら
に
、
毎
年
度
末
の
入
札
、

契
約
事
務
の
手
続
き
が
数
年
に
一

度
と
な
り
、
事
務
の
効
率
化
が
図

れ
る
と
い
う
メ
リ
ッ
ト
も
あ
る
。

〈
そ
の
他
の
質
疑
〉

・
議
案
第
八
十
九
号

○
議
案
第
八
十
九
号　

平
成
十
八

年
度
羽
生
市
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
六
号
）

・
質
疑　

歳
出
第
六
款
農
業
費
中

の
水
田
効
率
利
用
条
件
整
備
事
業

費
補
助
金
に
つ
い
て
、
こ
の
事
業

が
ど
の
よ
う
な
内
容
で
行
わ
れ
、

ど
う
効
率
化
が
図
れ
る
も
の
な
の

か
具
体
的
な
説
明
を
願
い
た
い
。

・
答
弁　
（
経
済
環
境
部
長
）

　

本
事
業
は
、
埼
玉
県
が
対
象
事

業
費
の
二
分
の
一
以
内
の
補
助
率

で
補
助
金
を
助
成
す
る
も
の
で
あ

る
。
採
択
基
準
は
い
く
つ
か
あ
り
、
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議
案
に
対
す
る
質
疑

峯　

順
三
議
員

○
議
案
第
九
十
一
号　

埼
玉
県
後

期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
の
設
立

に
つ
い
て

・
質
疑　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度

の
具
体
的
内
容
に
つ
い
て
伺
い
た

い
。
さ
ら
に
今
後
、
当
市
の
事
務

が
ど
う
効
率
化
さ
れ
る
の
か
、
平

成
二
十
年
四
月
、
制
度
発
足
当
初

の
当
市
の
負
担
額
は
ど
の
く
ら
い

の
も
の
と
な
る
の
か
伺
う
。

・
答
弁　
（
市
民
福
祉
部
長
）

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
内
容

に
つ
い
て
は
、
ま
ず
七
十
五
歳
以

上
及
び
六
十
五
歳
以
上
の
重
度
の

障
害
を
も
つ
方
は
、
現
在
の
医
療

保
険
制
度
を
脱
退
し
、
後
期
高
齢

者
医
療
制
度
へ
加
入
す
る
こ
と
に

な
る
。
運
営
主
体
は
各
都
道
府
県

で
、
保
険
者
と
し
て
財
政
運
営
等

の
責
任
を
負
っ
て
い
く
。

　

次
に
、
事
務
の
効
率
化
に
つ
い

て
は
、
単
純
な
比
較
は
で
き
な
い

が
、
平
成
十
二
年
四
月
に
施
行
さ

れ
た
介
護
保
険
制
度
の
場
合
、
羽

生
市
は
準
備
期
間
に
六
人
の
職
員

を
配
置
し
た
。
こ
の
準
備
が
今
回

の
広
域
連
合
の
立
ち
上
げ
に
よ
り
、

七
十
一
市
町
村
が
各
々
行
う
こ
と

な
く
、
広
域
連
合
一
ヶ
所
、
三
十

五
人
体
制
で
進
め
て
い
け
る
こ
と

は
、
大
き
な
事
務
の
効
率
化
で
あ

る
と
考
え
て
い
る
。
制
度
施
行
後

も
診
療
報
酬
請
求
書
の
点
検
業
務

等
、
現
在
各
自
治
体
で
行
っ
て
い

る
も
の
に
つ
い
て
の
、
コ
ス
ト
ダ

ウ
ン
に
つ
な
が
る
も
の
と
思
う
。

　

制
度
施
行
時
の
当
市
の
負
担
額

に
つ
い
て
は
、
市
が
支
出
す
る
金

額
の
ほ
と
ん
ど
は
医
療
給
付
費
で

あ
る
。
市
の
一
般
会
計
か
ら
特
別

会
計
へ
の
繰
出
金
は
、
お
お
む
ね

三
億
円
程
度
と
予
想
さ
れ
る
。

〈
そ
の
他
の
質
疑
〉

・
議
案
第
八
十
九
号

ま
ず
農
業
生
産
法
人
等
、
ま
た
は

三
戸
以
上
で
組
織
構
成
さ
れ
て
い

る
団
体
で
あ
る
こ
と
、
生
産
調
整

が
達
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
等
が
条

件
と
な
る
。

　

本
市
に
お
い
て
は
、
毎
年
市
内

の
各
営
農
集
団
等
の
要
望
を
受
付

し
た
の
ち
、
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行
い
、

毎
年
一
な
い
し
二
団
体
が
該
当
し

て
い
る
。
今
回
採
択
さ
れ
た
の
は

九
戸
の
農
家
で
活
動
を
行
っ
て
い

る
、
須
影
採
種
組
合
で
あ
っ
た
。

　

そ
し
て
こ
の
補
正
予
算
に
よ
っ

て
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
効
率

化
が
図
れ
る
か
と
い
う
こ
と
だ
が
、

導
入
を
計
画
し
て
い
る
の
は
、
四

条
刈
り
コ
ン
バ
イ
ン
一
台
で
あ
る
。

こ
れ
は
、
走
行
し
な
が
ら
米
麦
を

根
元
か
ら
刈
り
取
り
、
同
時
に
穂

の
部
分
を
脱
穀
し
、
実
の
部
分
だ

け
を
選
別
す
る
機
械
で
あ
る
。
こ

れ
に
よ
り
、
繁
忙
期
が
集
中
す
る

刈
り
入
れ
時
期
に
、
労
力
の
省

力
・
分
散
化
が
図
ら
れ
る
と
と
も

に
、
コ
ン
バ
イ
ン
を
複
数
保
持
し

使
い
分
け
る
こ
と
で
、
作
業
の
効

率
化
が
図
ら
れ
、
収
益
が
増
加
し
、

農
業
経
営
の
安
定
化
に
資
す
る
も

の
と
な
る
。

〈
そ
の
他
の
質
疑
〉

・
議
案
第
九
十
一
号

小
野
幸
夫
議
員


